
■ 

松
山
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
っ

て
？

 
平
成
19
年
に
結
成
さ
れ
た
今
年
で
８
年
目
に

入
る
総
勢
１
６
０
名
か
ら
な
る
松
山
市
観
光
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
で
す
。

■ 

ど
こ
を
ガ
イ
ド
？

　

道
後
温
泉
お
よ
び
周
辺
地
域
、
松
山
城
、
坂

の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
拠
点
と
し
た
ま
ち

歩
き
の
３
拠
点
に
常
駐
（
年
末
、
年
始
を
除
い

て
）
し
て
い
ま
す
。

・
道
後
温
泉
お
よ
び
周
辺
地
域

　

改
築
１
２
０
年
を
迎
え
た
道
後
温
泉
本
館
に

因
ん
で
開
催
さ
れ
て
い
る
温
泉
と
ア
ー
ト
を
組

み
合
わ
せ
た
「
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
２
０
１
４
」
や

四
国
巡
礼
八
十
八
か
所
開
創
１
２
０
０
年
と
な

る
こ
と
か
ら
の
五
十
一
番
札
所
石
手
寺
な
ど
も

守
備
範
囲
で
す
。

・
松
山
城

　

ご
存
知
現
存
天
守
（
江
戸
時
代
以
前
に
築
城

さ
れ
た
天
守
を
持
つ
）
12
城
の
内
の
お
城
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る
松
山
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で

す
。

・ 

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
拠
点
と
し
た

ま
ち
歩
き

・
萬
翠
荘
と
子
規
・
漱
石
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り

は
、
愛
松
亭
（
漱
石
が
最
初
に
下
宿
）
跡
か
ら

萬
翠
荘
（
お
殿
様
の
子
孫
の
別
邸
：
重
要
文
化

財
）、
愚
陀
佛
庵
（
漱
石
と
子
規
が
50
日
余
り
同

居
生
活
）
跡
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
で
す
。

・
愛
媛
県
庁
（
日
本
で
３
番
目
に
古
い
現
役
の

庁
舎
）
と
城
山
公
園
、
二
ノ
丸
史
跡
庭
園
（
恋

人
の
聖
地
）

を
め
ぐ
る

コ
ー
ス
で

す
。

　

こ
れ
以

外
に
Ｊ
Ｒ

四
国
と
の

連

携

で
、

Ｊ
Ｒ
松
山

駅
か
ら
の

車
窓
ガ
イ

ド
（
伊
予
鉄

電
車
内
で
案
内
）
と
し
て
道
後
温
泉
湯
・
遊
コ

ー
ス
（
毎
週
土
曜
日
）、
観
光
列
車
「
伊
予
灘
も

の
が
た
り
」（
土
・
日
・
祝
日
）
や
駅
か
ら
ウ
ォ

ー
ク
（
年
間
５
回
程
度
）
が
あ
り
ま
す
。

■ 

え
っ
！
こ
ん
な
と
こ
ろ
も
？

　

ロ
シ
ア
兵
墓
地
と
一
草
庵
コ
ー
ス
は
、
城
北

の
寺
町
と
ロ
シ
ア
兵
墓
地
（
日
露
戦
争
で
捕
虜

と
な
っ
て
松
山
で
亡
く
な
っ
た
ロ
シ
ア
兵
）、

一
草
庵
（
種
田
山
頭
火
の
終
焉
の
地
）
を
め
ぐ

り
ま
す
。

　

正
岡
子
規
の
生
い
立
ち
コ
ー
ス
は
、
正
岡
子

規
誕
生
邸
跡
、
生
い
立
ち
の
家
跡
、
母
堂
・
令

妹
住
居
跡
、
子
規
堂
（
正
宗
寺
）
を
め
ぐ
り
ま

す
。

　

秋
山
兄
弟
と
子
規
・
漱
石
の
城
下
町
コ
ー
ス

は
、
秋
山
兄
弟
生
誕
地
か
ら
子
規
・
漱
石
の
ゆ

か
り
の
地
を
め
ぐ
り
ま
す
。

道後温泉坊ちゃんカラクリ
時計にて

道後温泉本館にて

市民全員が
　観光ガイド

松山観光ボランティアガイドの会　会長　大西　修史 （松山市）
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何を求めて
　　人は地域に来るのか
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■ 

誰
で
も
が
観
光
ガ
イ
ド

　
「
お
も
て
な
し
日
本
一
の
ま
ち
松
山
」
の
観

光
ガ
イ
ド
と
し
て
、
お
客
様
に
「
ま
た
来
る
よ
」

と
言
わ
れ
る
案
内
は
勿
論
の
こ
と
、
公
民
館
、

小
学
校
の
総
合
学
習
、
自
分
の
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
等
を
通
じ
て
、
松
山
市
民
の
誰
で
も

が
松
山
の
観
光
に
つ
い
て
案
内
で
き
る
よ
う

に
、
ま
た
、
お
客
様
が
写
真
を
撮
っ
て
い
た
ら

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
ま
し
ょ
う
か
？
地
図
を
見

て
い
た
ら
一
声
か
け
る
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
が

走
っ
て
い
た
ら
手
を
振
る
な
ど
簡
単
に
で
き
る

こ
と
か
ら
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ガ
イ
ド
の
高
齢
化
（
平
均

年
齢
70
歳
？
）
は
避
け
ら
れ
ず
、
動
き
が
鈍
く

な
っ
て
い
る
現
状
は
如
何
と
も
し
が
た
く
、
新

規
に
活
動
で
き
る
（
特
に
若
い
）
人
々
を
増
や

す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
も
結
成
さ
れ
て
８
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
り
ま
す
。
松
山

市
の
今
年
度

当
初
予
算
「
幸

せ
を
実
現
で

き
る
松
山
を

め
ざ
し
て
」
の

三
本
柱
の
ト

ッ
プ
に
「
観
光

の
振
興
」
が
謳

わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
愛
媛

新
聞
に
は
昨

年
の
松
山
市

を
訪
れ
た

観
光
客
は

５
６
４
万
人

（
対
前
年
２
．

２
％
増
）
と

発
表
さ
れ
て

お
り
、
今
年

の
目
標
は

６
０
０
万
人

超
え
と
の

こ
と
で
す
。

「
お
も
て
な

し
日
本
一
の
ま
ち
松
山
」
の
観
光
に
携
わ
る

我
々
ガ
イ
ド
と
し
て
は
、
益
々
研
修
に
励
み
お

客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
松
山
へ
き

て
い
た
だ
く
よ
う
「
や
る
気
」「
根
気
」「
元
気
」

で
走
り
続
け
ま
す
。

■ 
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
す
る
に
は
？

　

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
塾
（
松
山
大
学
と
の
連

携
に
よ
る
市
民
公
開
講
座
）
が
毎
年
10
月
か
ら

12
月
ま
で
開
講
さ
れ
て
お
り
、
講
座
終
了
後
、

ガ
イ
ド
登
録
し
て
い
た
だ
く
の
が
、
も
っ
と
も

手
っ
取
り
早
い
方
法
で
す
。

皆
さ
ん
！
観
光
ガ
イ
ド
を
利
用
す
る
の
は
勿
論

で
す
が
、
自
分
も
ガ
イ
ド
と
し
て
、
活
動
を
始

め
ま
せ
ん
か
？

■ 

終
わ
り
に

　

最
後
に
お
客
様
か
ら
の
お
便
り
を
ご
紹
介
し

て
閉
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

〇
〇
様

先
日
は
松
山
城
に
て
ガ
イ
ド
を
し
て
頂
い
た
者

で
す
。
そ
の
節
は
楽
し
く
、
ま
た
、
勉
強
に
な

る
お
話
を
お
聞
か
せ
頂
き
感
謝
と
感
激
で
一

杯
で
す
。
旅
は
出
会
い
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま

す
。
そ
の
土
地
の
空
気
、
食
べ
も
の
、
時
間
、
歴

史
・
・
・
そ
し
て
何
よ
り
も
素
敵
な
人
と
の
出

会
い
は
最
高
で
す
。
○
○
さ
ん
と
の
出
会
い
は

私
た
ち
を
一
瞬
に
し
て
松
山
の
フ
ァ
ン
に
仕
立

て
ら
れ
ま
し
た
。
松
山
を
愛
し
、
歴
史
を
愛
し
、

そ
し
て
ご
高
齢
に
も
関
わ
ら
ず
「
す
っ
す
っ
」

と
歩
か
れ
る
○
○
さ
ん
を
通
じ
て
私
た
ち
も
松

山
の
フ
ァ
ン
を
作
り
ま
す
。

★松山観光ボランティアガイドの会のホームページ　http://www.matsuyama-guide.jp/ 

やる気満々のメンバー達

松山城にて

愛媛県庁にて
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